
事業番号 - - -

（ ）

　新事業創出促進出資については、公庫の毎年度の目標値（事業計画）に対する実績が低調となっており、案件の発掘を強化
する必要がある。
　新型コロナウイルス関連融資制度の期限は、（令和5年5月時点で）令和5年9月末まで延長されている（実質無利子化は令和4
年9月に終了）が、引き続き中小企業等の資金繰りを支援する必要がある。
 


令和6年度要求

-

-

-

300

(目)
沖縄振興開発金融公庫出

資金

その他

300

-

執行率（％）
=(G)/(F)

100% 42% -

沖縄政策費

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
21%

主な増減理由（・要望額・予備費）

-

令和6年度要求

政策体系・評価書URL

主要経費 その他の事項経費

令和5年度行政事業レビューシート

https://www8.cao.go.jp/hyouka/h26hyouka/h26jigo/h26jigo-12.pdf

事業概要URL -

(項)
令和5・6年度

予算内訳
（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) 200

-

-

2023 府 22 0093

内閣府

政策 ９．沖縄政策

事業の目的
（5行程度以内）

　沖縄振興開発金融公庫（以下、「公庫」という。）は、沖縄振興開発金融公庫法に規定する業務のほかに、平成14年度から沖
縄振興特別措置法に基づく特例業務として、新事業創出促進のための出資を行っており、新事業の創出を通じて産業振興・雇
用創出の促進を図ることによって、様々な特殊事情を抱える沖縄県経済を政策金融面から支援する。
　また、令和２年度補正においては、上記とは別に、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた中小企業・小規模事業者等の
資金繰りを支援するため、追加財政措置を受けている。

参事官（調査金融担当） 山崎　善久

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

沖縄振興開発金融公庫法第4条第2項
沖縄振興特別措置法第73条

関係する
計画、通知等

沖縄振興基本方針（令和4年5月内閣総理大臣決定）及び沖縄
振興計画（令和4年5月沖縄県知事決定）

事業名 沖縄の特殊事情に伴う特別対策に必要な経費
（沖縄振興開発金融公庫に対する出資金に必要な経費） 担当部局庁 沖縄振興局 作成責任者

事業開始年度

施策 ９．沖縄振興に関する施策の推進

-

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) 200 - - 200 300

- 106,140 -

-

平成14年度 事業終了
（予定）年度

終了予定なし 担当課室

- -

補正予算（B) 133,900 - -

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

　公庫が行う新事業創出促進のための出資等を円滑に実施するため、必要と見込まれる出資金の財源として、内閣府の一般
会計から出資として交付するもの。
　また、令和２年度補正においては、上記とは別に、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた中小企業・小規模事業者等の
資金繰りを支援するため、追加財政措置を受けている。

実施方法 その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) 27,960 44,500 -

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

27,960 106,140 - 200 300

予備費等（E) - - -

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) ▲ 106,140 - - -

200

-



-

700

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

↓
成果目標①-2の

設定理由
（短期アウトカム
からのつながり）

50

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

％ 48 46 55

目標値 ％ 50 50 50

達成度 ％

-

↓

沖縄における新たな事業の創出 ベンチャー出資実績

成果実績 百万円 216 61

30.9

公庫が実施する新事業創出促進出資について、公庫の事業計画達成のために必要な出資額を支給する。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

沖縄振興開発金融公庫からの提出資料

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

沖縄振興開発金融公庫からの提出資料

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 百万円

- -

473.6

活動目標 活動指標

744.3

活動内容①
（アクティビティ）

公庫による出資業務実施のために必要
な財源を確保する。

活動実績 百万円 1,250.7

雇用の増加
ベンチャー出資先の出資時と
比較した従業員数増加企業
の割合

達成度

単位 令和2年度

96

113.3 115 116.7

ベンチャー出資先の出資時と
比較した売上増加企業の割
合

成果実績 ％ 68

目標最終年度

達成度 ％

60

年度

700 700

定量的な成果指標 単位
目標年度

令和4年度

92 110％

-

60

-

定量的な成果指標

売上高の増加 目標値 ％ 60 60

年度

↓

各年度末の出資財源残額
※事業計画額700百万円/年
度

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

1,248.6

令和2年度 令和3年度 令和4年度
- 年度

目標年度

-

新事業の立ち上がり期に返済不要の資本性資金を供給することにより、出資先企業の経営の安定及び成長期における売上高の増加が期待できる。

-

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

沖縄振興開発金融公庫からの提出資料

令和2年度 令和3年度

アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

-

278

目標値 百万円 700

8.7 39.7

成果目標及び成果実績
①-1

（短期アウトカム）

成果目標

973.6

公庫による新事業創出促進出資の財源は、一般会計から出資金として支給された後、特別勘定として別建てで管理されているもの。

-

-548.6 550.7

成果目標①-3の
設定理由

（長期アウトカム
へのつながり）

出資先の経営の安定化により、雇用の維持及び促進が期待できる。

成果実績

成果目標及び成果実績
①-2

（中期アウトカム）

成果目標 単位

69 70



アウトカム設定について
の説明

アクティビティ②について定性的なアウトカムを設定している理由

-

アクティビティ②についてアウトカムが複数設定できない理由

コロナ禍により影響を受けた企業は様々であるほか、本出資金は公庫の財務基盤の強化のために手当されたものであること、公庫の行う出融資も、国・自治体の
施策、（補完する）民間金融・投資と相まって効果を発揮する中、その効果測定が困難であることから、上記に集約・整理している。

91 90 90 -

目標値 ％ 80 80 80 80

達成度 ％ 113.8 112.5 112.5 -

成果実績 ％

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

沖縄振興開発金融公庫からの提出資料

成果目標及び成果実績
②-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
目標最終年度

- 年度

景気動向や一時的業況の変
動に影響されず、安定的に資
金を供給する。

「景気動向や一時的業況の
変動に影響されない安定
的な資金供給」に対する評
価（アンケート結果）

↓
成果目標②-1の

設定理由
（アウトプット

からのつながり）
 実質無利子・無担保融資等を適切な規模で安定的に実施することにより、事業者を支援するものである。

活動内容②
（アクティビティ）

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた中小企業・小規模事業者等に対する資金繰り支援として、実質無利子・無担保融資等を実施するもの。

↓

活動目標及び活動実績
②

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

中小企業・小規模事業者等に対する資
金繰り支援

融資実績
活動実績 百万円 300,815 126,259 137,575 - -

当初見込み 百万円 157,000 561,900 293,000 229,500 -

改善の
方向性

事業所管部局による点検・改善

-

引き続き沖縄公庫の出融資業務等を的確に把握・支援し、適正な予算の執行を図る。

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

目標年度における効果測定に関する評価（令和○年度実施）

-
点検結果

新事業創出促進出資については、コロナ禍の影響等により、一時的に対前年度実績を下
回っているものの、本事業による沖縄振興開発金融公庫の新事業創出者等に対する積極
的な支援により、産業振興及び雇用創出に対し一定の効果があったものと評価できる。

コロナ対応に伴う財務基盤強化のために公庫が受けた出資については、公庫の財務基盤
強化に貢献しており、現状において、公庫の経営は安定している。今後、コロナ融資は本格
的な返済時期を迎える中、引き続き融資先の資金繰りをしっかりと支えていく必要がある。

-

-



-

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

平成26年度 0073-②

備考

平成30年度 0077

平成23年度 -

平成29年度 0075

平成27年度

沖縄振興開発金融公庫との連携を緊密なものとし、予算の効率的な執行に努めること。

外部有識者の所見

点検対象外

令和3年度

内閣府

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度 -

平成25年度 0078-②

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

引き続き、沖縄公庫の出融資業務等を的確に把握できるよう、連携を緊密なものとし、予算の効率的な執行に努めることとしたい。

現状通り

現状通り

0079-02

令和2年度 内閣府 0082

0093

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

0083

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

令和元年度

平成28年度 0072

-

-

令和4年度 2022 府 21 0089

2021 府 20



　

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

出資 国からの出資 出資 新事業創出者への出資 278

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ
いて補足する）
（単位：百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」において
ブロックごとに最大の金
額が支出されている者に
ついて記載する。費目と
使途の双方で実情が分

かるように記載）

A. B.

費　目 使　途

計 計 278

費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

新事業創出促進のための出資（0百万円）

新事業創出促進のための出資（3件、278百万円）

（新事業創出促進出資評価委員会による評価を経て）

A:沖縄振興開発金融公庫

国

B:新事業創出者 中小・小規模事業者等

特別貸付等の低利融資※

※低利融資の財源は財政融資資金からの調達である。

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた中小企業・

小規模事業者等に対する特別貸付等を実施するための

財務基盤強化（0百万円）



支出先上位１０者リスト

A.

B

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 沖縄振興開発金融公庫 7360005000440 政策金融機関 補助金等交付 - - -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）
落札率

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数

（応募者数）

-

2 株式会社Alpaca.Lab 5360001024511
運転代行プラットフォーム開
発・運営

70 その他 - - -

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
株式会社ジャパンエンターテ
イメントホールディングス

1360001030967 北部テーマパーク事業 200 その他 - -

- - -3 株式会社URAKATA 6360001023834
キャンプ用品シェアリングサー
ビス

8 その他


